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人
が
、
太
平
洋
や
復
興
の
進
む

広
野
の
町
並
み
を
眺
め
な
が

ら
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

レ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

ご
来
場
い
た
だ
い
た
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
女
子
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
登

坂
絵
莉
さ
ん
と
川
井
梨
紗
子
さ

ん
、
北
京
五
輪
男
子
バ
レ
ー
日

本
代
表
の
齋
藤
信
治
さ
ん
、
富

岡
町
出
身
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
宮

　

２
月
６
日
、
大
平
地
区
に
建

設
中
の
第
２
期
災
害
公
営
住
宅

の
名
称
を
決
め
る
選
考
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
か
ら
１
月
13
日
ま

で
に
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中

か
ら
、『
大
平
未
来
里
団
地
』

を
選
ん
だ
後
、
住
民
が
新
し
い

未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
団

地
に
な
る
よ
う
未
来
を
強
調
す

る
た
め
『
大
平
未
来
団
地
』（
お

お
ひ
ら
み
ら
い
だ
ん
ち
）
と
し

ま
し
た
。
名
称
選
考
委
員
会
で

は
、
遠
藤
町
長
が
委
員
に
委
嘱

状
を
手
渡
し
た
後
、
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

こ
の
団
地
は
、
６
世
帯
が
入

居
で
き
る
木
造
平
屋
の
集
合
住

宅
１
棟
、
１
戸
建
て
８
棟
の
計

14
世
帯
が
入
居
で
き
、
間
取
り

は
集
合
住
宅
が
２
Ｄ
Ｋ
、
１
戸

建
て
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
。
住
民
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
で

き
る
よ
う
集
合
住
宅
内
に
共
用

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
住
民
が
い

つ
で
も
集
ま
っ
て
会
話
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
12
月
に

広
野
区
間
が
開
通
し
た
、
県
道

広
野
小
高
線
（
防
災
緑
地
）
を

コ
ー
ス
の
一
部
と
し
て
お
り
、

県
内
外
の
ラ
ン
ナ
ー
約
７
０
０

広
野
町
復
興
へ
の
歩
み
⑥

～ 

広
野

ふ
る
里
ふ
れ
あ
い


マ
ラ
ソ
ン
を
開
催 

～

～ 

第
２
期
災
害
公
営
住
宅
４
月
入
居
開
始 

～

広
野
町
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル

名
称
は
「
大
平
未
来
団
地
」

　

第
３
回
広
野

ふ
る
里
ふ
れ

あ
い

マ
ラ
ソ
ン
、
復
興
に
駆

け
る
リ
レ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
７
を
１
月
29
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

車上から、沿道の人々に手を振る特別ゲストのみなさん
（写真左から）宮本和志さん、川井梨紗子さん、齋藤信治さん、登坂絵莉さん

沿道には大勢のマラソンファンが訪れ、マラソンランナーに「頑張れ！」「頑
張って！」などと声援をおくるなど、同じ時間を共有し楽しんでいました。

（広野駅前通り商店街）

特別ゲストから表彰を受け、記念撮影をするリレーキッズマラソンの部の入賞者

登坂絵莉さん、川井梨紗子さん、２人の金メダリ
ストに迎えられてゴールするリレーファミリーマ
ラソンの部の親子住民の憩いの場となる共用スペース

建物の工事がほぼ終了した第２期災害公営住宅

本
和
志
さ
ん

が
、
ラ
ン
ナ
ー

を
激
励
し
た

り
、
表
彰
式
で

上
位
チ
ー
ム
に

記
念
品
を
手
渡

す
な
ど
、
大
会

に
華
を
添
え
て

く
だ
さ
い
ま
し

た
。

チンタオサウルスが広野町役場に帰還
　２月14日、東日本大震

災で壊れた大型草食恐竜

「チンタオサウルス」の化

石の複製標本（高さ約3.5

メートル、長さ約７メー

トル）が、修復作業と「恐

竜博2016」の巡回展示

を終えて広野町役場に戻ってきました。

　この標本は、昭和61年にヒロノリュウの化石

が発見されたことを契機に、

昭和63年に同種のチンタオ

サウルスの複製標本を購入

し、役場１階ロビーに展示し

ていたもので、長年にわたり

町おこしのシンボルとして親

しまれてきました。

　震災時は激しい揺れで頭部

が落下し、経年劣化もあって

修復が困難な状態にありまし

たが、専門家の協力もあって、

クラウドファンディングで支

援を募り、修復費用を確保し

ました。

　標本の修復にあたっては、

材料を強度の高い樹脂製とし、姿勢もかつての

直立から最新の研究に基づいた前傾に変えまし

た。

　除幕式では、遠藤町長が謝辞を述べ、修復プ

ロジェクトの発起人となった長谷川善和先生

（群馬県立自然博物館名誉館長）をはじめ、真鍋

真先生（国立科学博物館学芸員）や佐藤たまき先

生（東京学芸大学准教授）などの関係者と広野小

学校４年生29人が出席して帰還を祝いました。

広野町役場に戻ったチンタオサウルス複製標本


